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《真冬の事故防止》
視界不良 見えない先の 危険を予測した行動

「見えない先に・・・人が、車が、障害物が・・・かもしれない」

対向車とのすれ違う場合･･･接触、衝突に注意しましょう

「夜の道 知らせる・見つける ハイビーム」

《スリップ事故に注意》
路面凍結 スピードダウンと車間距離
急ブレーキ、急ハンドルは禁物

《交差点事故をなくしましょう》
・黄色信号で交差点進入は、命取りになります 黄色信号は「止まれ」
・交差点手前で、黄色信号の場合は、加速しないで停止する

《追突事故をなくしましょう》

《バック事故をなくしましょう》

漫然運転、居眠りに注意しましょう 2時間走行15分休憩

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

◇夜間は、歩行者を見落としやすくなります◇
◇夜間、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇

◇ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

「歩いて買い物に行くのが面倒だった」
酒気帯び運転容疑

発車の際に対向車と接触 64歳の男、現行犯逮捕
◇『家飲み』で・・・、「ちょっとだけ運転しても・・・」 飲酒運転厳禁 ◇

◇もし身内が、飲酒運転による事故に巻き込まれたらと、想像できないものか･･･◇
２０２６／２／４（水） １２：３６

２日午後４時頃、鹿児島県の自宅近くの市道で、酒気を帯びた状態で軽ワゴン車を運転した疑いで、６４歳の容
疑者の男が現行犯逮捕されました。容疑者は市道脇から発車する際に対向車と接触。駆け付けた署員が呼気検査
を行い発覚。「飲酒運転はいけないとわかっていたが、歩いて買い物に行くのが面倒だった」と認めている。

午後6時 道路を歩いていた男性が
後ろから来た車2台に相次いではねられ死亡
道路脇には雪の壁 近くに街灯はなく事故当時は真っ暗

2台の車はいずれも、仕事から自宅に帰る途中
２０２６／２／４（水） １１：５８

３日午後６時半ごろ、秋田県の市道を歩いていた近くに住む男性（４９）が、後ろから来た軽乗用車にはねられ、
さらに道路上に倒れたところを後続の乗用車にもはねられ、意識不明の状態で病院に運ばれ、約１時間半後に死
亡が確認されました。当時路面に雪はない状況でしたが、道路脇には雪の壁があり、男性は雪の壁に沿って歩い
ていたとみられています。近くに街灯はなく事故当時は真っ暗でした。軽乗用車を運転していた２０代の女性と乗
用車を運転していた２０代の男性は、いずれも仕事から自宅に帰る途中でした。

夜７時半 国道の横断歩道のない場所
横断中の女性、乗用車にはねられ死亡

信号のない場所、街灯がなく、暗く、見通しが悪かった
２０２６／２／５（木） １０：２１

４日午後７時半頃、福島県の国道の横断歩道のない道路を渡っていた女性（７７）が乗用車にはねられ、搬送先の
病院で死亡が確認されました。乗用車を運転していた男性（３１）にけがはありませんでした。現場は信号のない
片側１車線の道路で街灯はなく、暗くて見通しが悪かったということです。


